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W．スタイロンの小説
「ナット・ターナーの告白」

一史実と虚構の間」

赤　松　　光　雄

Remember　Denm甜k　Vesey　of　Charユe呂ton；Remember　Nath㎜iel

Tumer　of　South　Hampton＿who　followed　noble　John　I…rown

and　fe11g1orious　martyrs£or　the　c乱use　of　s1ave．

　　　　　　　　　　　Frederick　Doug1割ss，M砒。h21．1863．

I

　小説珊e　Oo枇∬｛o〃∫ψNα士肋γm（1967，「ナット・ターナーの告白」）

の著者Wi11iam　S印rOnは1925年生まれのアメリカ作家である。南部Virginia

州の港町Newpo工t　Newsに生まれ，そこに育った。North　Cam1ina州

Duk・大学を卒業後，New　York’s　New　S・hoolにて創作を学び，処女作

”e　D0τon加D〃尾㈱∫（1951，「闇の中に横たわれ」）を書き，Virginia州の

没落してゆく一家の姿を描いた。この長編小説で直ちに重要た新進作家とし

て位置づけられるに至ったようであるが，そのほか凧e工0mg　M’〃。ゐ（1956

r長い行軍」），舳珊｛∫H0㈹0n肋e（1960，「この館に火を付けろ」）だ

との小説を執筆している。主題と手法に突いて，Wi11iam’F丑u1kner，Jmes

JOyceの影響を濃くとどめ，さらにThomas　Wo1feからも影響を受けている

といわれている。

　この小説の主人公Nat　Tumerは，アメリカの三大黒人奴隷叛乱事件の主

謀者として，Gab・i・1Posser（1800年叛乱），Denmark　Vesey（1822年叛乱）と
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並び知られる歴史上の人物である。Nat　Tume・に関する事実の大部分は謎

に包まれたままである。そこでNatに関する史実としてNatの今日明らか

にされている事実を簡単にのべよう。NatTum・rは奇しくも，Gabrie1Poss・r

の飯舌Lが起こり，Denmark　Veseyが自由の身にたり，　John　Brownが生

まれた1800年10月20日，Vifginia州Southampton郡にBenjamin　Tumer

の奴隷の子に生まれた。奴隷としては殊のほか恵まれた環境に育った彼は，

幼たくして読み書きを覚え，聖書を学び，宗教文学にふれた。また紙・火薬

・陶器などの製法を身につけたといわれる・「葉に血のしたたり落ち」，「黒

白の魂が激しく交戦する」だとの神のしるしを見て，＜エジプトの子供たち

＞を奴隷から導いて解放しようと蜂起を決意し，奴隷のH・nry　P0fte正，Hark

Tfavis，Ne1son　Wi11iams，Samue1Francis，工ack　Reeseらを指揮者として，

1831年7月4日独立記念日に決起しようとした。だが折悪く病気にかかり，

延期して別の神託を待った。8月13日太陽が「奇妙な緑がかった青色」に変

るのを見，8月21日に計画を遂行し，まず主人のJOseph　Travisとその家族

を殺害，計画通りマスケット銃，おの，かまを手に入れ，事を起こしてから

40時間以内に55人～65人の白人を殺害した。ここまでは成功で，一団は48時

間後に自由黒人（fr・e　Negr0）をふくめ60人～80人にふくれ上がったが，聖都

と同名の郡部Jerusalem　（現在の郡部Court1and）へ攻め入ろうとする途中，

圧倒的な武装隊に遭遇し，武器・弾薬の乏しさのため叛乱軍はちりぢりにた

り，その翌日の攻撃で鎮圧された。蜂起に加わった17人（11人～19人？）の

黒人が絞首刑になった。Nat自身は最初軍をひきいて援軍を待つ予定であっ

たDisma1Swampへ一人でのがれ再起にかけたが，ある奴隷に隠れ場を密

告され，同年10月30日に捕えられた。彼は獄の中で弁護人のThomas　R．

G・ayという人物にミ完全にミ且つミ自発的ミにミ告白ミしたが，　Gfayは

それを書き取って20ぺ一ジ余りの小冊子にして出版し　丁伽C0枇∫∫｛o舳ザ

Nα工τmm（Ba1timore，士83ユ）と名付けた。筆者が今Natの史実を書い

ているのも，主としてその本をもとにしている。Natは11月5日にはもう絞
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首刑の宣告を下され，同月11日にJ・・u・al・mで刑を執行された。彼の叛乱

のニュースにアメリカ全土が激しい衝撃をうけ，全南部は恐慌におびえた。

彼が逃げまわっているうちは，奴隷暴動の流言蛮語が飛び交い，一方では黒

人奴隷への報復の残虐行為が後を絶たずという有様であった。奴隷への弾圧

対策はこれを機にますます厳しくなり，彼らに対する教育の厳禁，旅行・集

合などの制限も一段と強化されることになっ牟。

　作者Styronが幼少時代を過ごしたNewport　NewsからSou由ampton

郡のNat　Tumerの叛乱のあったあたりまではわずか70キロの地点である。

小学生のころ歴史の本でNatのことを読んでいらい，作者の頭にこの事件

がしみついて離れず，Duke大学を出てNew　Yorkに行った時も処女作に

描きたい素材であったようだ。アメリカ奴隷制の歴史に並々ならぬ関心を抱

きだから，20年余りの問，心にあたためたのち，やっとペソをとったのであ

る。アメリカ社会を毎年のようにおそう大規模た黒人暴動が作者の創作欲を

一層あふり立てたと思われるが，この社会的要因が同書の売れ行きを大幅に

伸ばしたことは想像に難くたい。RandOm　Houseから出版されるや，たち

まち創作都門のベストセラーにのし上がり，かたり長期にわたってその筆頭

を占めたと記憶する。そして1968年，Pu1itz・f　P正iz・受賞の栄に輝き，黒人

作家｝ameS　B・ldWinも激賞した作品である。

　StyrOnはわずか20頁ばかりの前述したGrayの肋e00枇∬｛on∫ψN励

丁〃鮒を420頁の大部の小説に仕上げた。その題名をやはり乃θC0枇∫∫｛0m∫げ

N枕Tmmと名付け，Grayが自らの小冊子に附したまえがきTO　f加”棚。’

までそっくりそのまま小説の前文として掲載するという体裁をとってい机

読者は当然　N・t　Tumerの叛乱を扱った歴史小説だと想像するであろうが，

作者はこれを否定して序文の　‘Authoエ’・Note’のたかで，その創作意図を

こう語っている。「私はNat　Tamer。と彼が指揮した叛乱について知られて

いる事実から殆んどそれたいようにつとめた。けれども彼の幼少時代や叛乱

の動機だと，Natに関し殆んど未詳の領域において，私は事件の再構成の上で，
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自由に想像力を駆使した。恐らく読者はこの物語から教訓を汲み取りたいと

思うであろうが，私自身の意図は人と時代を再び創造し，常識的た意味での

歴史小説ではたく，歴史に関する省察である作品を生み出すことであった」

I

　StyrOnの”e　C0伽∬｛0欄ψN碗τmmeγは，叛乱が鎮圧されて捕えら

れ，裁判で死刑の宣告をうける前後のNat　Tum・rが，J・ms・lemの獄舎の

独房で生涯を回顧するという一人称の白伝小説の形をとっている・こうした

状況もGrayの同名の書と同じである。本書は四章から成っている。

　第一章は「審判の日」（Judgment　Day），獄中寒さと空腹と徒労感に索そ

われ，叛乱後は神を祈ることもできず，聖書のさし入れも許されたいで絶望

の淵に沈んでいるNatのもとへ，丁加Co枇∫∫4on∫げN刎Tmク〃を書き

取った弁護人丁．R．Grayが法廷で‘告自書’を朗読する必要上，Natに

疑問点を正し，事項を修正し，かつNatの署名を求めにやって来るという

設定で，　Grayの役割はNatの潜在意識の断想を次々に点滅させてゆくこ

とである。

　入江にボートを浮かべ漕いていると，逢かの岬に高くそびえるおぼろな白

い塔一いつも見る白昼のビジョン。私の頭から離れたい鬼のような仲間の

Wi11の姿。さまざまなシーンが私の心をよぎってゆく。裁判で，Grayが‘告

白書’を，朗読している。“I　hadbeenlivlngwithMr．JosephTravis，whowas

to　me　a　kind　master，and　placed　the　great　con丘dence　in　me；in　fact，I　had

no　cause　to　comp1ain　of　his　treatment　to　me！”「このやさしい主人でさえ，

お前は残酷にも殺害してしまったのだ。そのわけを云え」と私にせまるGray。

‘告自書’にも打ち明けられたいGrayにも語れたい秘密……それが新たなナ

ット・ターナーの告白」のたかで，私は自分から心の窓を開こうとしている

のである。一

　ちらっと白人娘Margaretへの想いが頭をかすめる。　「何十人の人間が殺
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されたのに，指揮者のお前が一人しか殺さなかった，たせた？」それを聞い

たとたん，私の空腹感は消え，心臓が早鐘を打つ。私の前につかまったHark

は隣の独房にいて，壁越しにときどき話しかけて来る。Harkは私の親友だ。

私と同じ車輪製造業者のJoseph　Tra　visの奴隷だが，前の奴隷主に妻子を

Mississippiへ売られ，それからはショックで仕事の失敗が目立つようにた

ったが，高所恐怖症の彼は罰としてはしごで木の上にのぼらされたものだ。

「黒んぼはすぐ眠くなるというが，これは裁判に対する侮辱じやないか」と

いう声でハッと我にかえる。　r55人の白人が恐ろしい死を迎えた……」むせ

返る法廷に一人の女のかん高い悲鳴が緊迫した空気を破って長く長く伸びる。

「Whitehead家の美しい教養ある娘Margaretもこの野獣の一・」春の息吹

きのようにやさしいMarg・retは，二三カ月賃貸しに出されていた時に知り

合った娘であるが，屈託のたいおしやべりや学校で習った詩の話だどを週末

に聞かせてくれ，聖書の話をねだった。壁の向うから，「ナット，お前が逃げ

まわっている間，大変だったぞ，ずい分黒人が殺されたんだ，SamとNeIson～

勇敢に死んだ，やつらは」薄闇に，浮き砂が首まで忍び寄り，5・6人の黒

人の子が狂気の如く手を振るのだが，悲鳴とともに深く，深く，黒い手が，

顔が沈んで行き，消える。r立て，ナット・ターナー！　何か云いたいこと

は？」　「何もありません」

　第二章「過ぎ去った日々一声，夢，想い出」（Old　Times　Past’VOices，

D・・ams，Reco11e・tiOns）と，第三章r叛乱計画」（Study　War）は，やはり獄

中の回想録であるが，第一章と異なり，ぽぽ物理的時間の経過にそい，第一

章の断片的回想と幾らか二重写しに描きつつ，物語りは進行する。第二章は

12才ごろから26・7才ぐらいまでの時期，第三章はそれ以後，すなわち叛乱

を思い立ってより決行までを取り扱っている。

　Benjam｛n　Tumerの財産に生まれた私は，8・9才のころ彼の突然の死に

より，Samue1T｛merの手に移った。黄金海岸のCOrOmantee種族の女で

あった祖母がわずか13才で亡くたったのがかえって幸いし，主人のお屋敷で
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働くhOuse　niggerとして拾い上げられた黒人を母に持った。父もhouse

niggerだったが，ある時主人のBenjaminと口論した末，どこかに逃げ去

ったということだ・幼時から賢明で異常なほど知識に渇えていた私は，ある

時主人の留守に書斎に忍び込み，J・Bunyanの珊e工枇伽3刀eα挽ψMγ・

Bα伽伽を盗んだ・それが発覚したとき，奴隷が本を読むたど想像を絶する

ことなので，かえってとがめも受けず，家族から算術や宗教などを教えられ

る黒い愛玩物になった。16才のころの私はSamue1旦那の温情からその工場

で大工の職を身につけさせてもらった。私は一家の末娘Emme1｛neを慕うよ

うにたったが，彼女が白人と関係している声を聞き，Emmelineを包んでい

た神秘の輝きは消えた。が，工房の隣りの倉庫で週一度のひそかな性の快楽

には，彼女の幻影が私の頭にこびりついていた。

　19才の春，当時の私の聖書の知識はすでに大抵の白人が到底及ばぬぐらい

該博にたっていた。同じ屋根の下の奴隷Wi11isを弟のように可愛がり，信仰

の道に引き入れていたが，春の終わりごろJerusalemの郊外のキャンプ・ミ

ーティングに一緒に行くことを何よりの楽しみにしていた。ところがWi11iS

は賃貸しに出すとだまされて南部の農園に売られ，それも不可能になった・

主人に恨みをいうと，不況のせいで家運が傾き，お金がいるのでどうしよう

もないという返事に，自分の身分への不安，主人への憎しみを感じた。21才

になったら解放して自由にしてやるといった主人の約東もあやふやたまま，

やがて私はあるバプティスト教会の牧師にあずけられる。ここでの生活は苦

しく，夜明け前から真夜中まで働かされたあげくに，同性愛の牧師にしつこ

く云い寄られるしまつで，半ば人問，半ばけだものの生活が堪まらたくたり，

200マイルの道程をPemsy1vaniaまで逃亡することも考えたが，待てば自由

にたる可能性もなきにしもあらずと思い，踏みとどまった。ところが1822年，

とうとう奴隷に売られ，Samue1且那への怒りはふっふっと煮えたぎった。

やがて競売にかけられた私は，工erusalem近辺の粗野た男Thomas　Mocre

に買い取られる。
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　1926・7年ごろから白人に対する憎しみからS0口thampton郡の白人を皆

殺しにするという神の使命を信じるに至った。25年から26年に長期の大千ば

つが当地をおそい，野菜，穀物に革大な被害を出した。自由黒人で飢え死しか

かった者も多数いたが，森の中での五日間の断食中，私は黒い翼の天使が白

い翼の天使と剣と盾をもって相争う啓示を得た。それに飢え死に寸前の家族

を抱えた自由黒人IshamがM00re且那に面と向かって悪しざまにののし

ったのに，主人の方が真青にたって逃げ出した事件も，私に強烈た印象を残

した。土曜の昼下がり，奴隷主たちは黒人をつれJerusa1emの市に三三五五

集い寄るが，のちに私と共に起ち上がったSamとWi11が非情た主人の命

令で衆人環視のなかでたぐり合いをやらされるのを聞いて，r私たちは人間だ，

誇りを持て」とまわりにいた黒人たちに始めて説教をした。それがきっかけ

で私はReverend（牧師）と呼ばれ，いつも7・8人を集めバイブル・クラ

スを開くようになり，やがて鉦乱計画へと発展したのである。

　私は賃貸しに出された先のWh｛t・h・・d家の書斎でテーブルを修理するふ

うを装い，SOuthamptOnの地図を拡げ計画をねった一初段階で馬・銃・

弾薬の豊富なWhitehead宅を為そう。一広い道を避けS字形に迂回しながら，

兵器廠占拠を目標に聖地JerusaIemに進軍する。沿道の23の屋敷・農場・農

園に住む白人は，老若男女を間わず殺す。この頃には現状に不満をもった黒

人がぞくぞく加わり，叛乱軍は数百人にふくれるであろう。次に食糧の豊か

た湖Dism・1Swampに着き，南部中の黒人がこの壮大た神のいくさに参集

するを待つ。指揮はHark，Nels㎝，Henry，Samにとらせる。・

　奴隷主のMooreが不慮の死にあい，私はJoseph　Ttavisの手に移った。

主人の許可をえて又森へ断食に出かけた私は，三日目に皆既日蝕に出会った

が，その後狂おしい肉欲に翻弄された。やって来たH・・kらに，神は日蝕の

形で現われ結い，御壷は私にr蛇とたたかうよう茄命じになった」と告げるb

皮肉の意味もこめて最も騒がしい祭日，独立記念品を壮挙決行の日と決めた

が，この年に限って郊外でのキャンプ・ミーティングが開かれたくなったた
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めに予定を変更せざるを得欣くなり，次の機会を待つうち，Jerusal・mの人

口の約半分までが参加するというバプティスト教会のキャンプ・ミーティン

グが郊外で開かれる8月21日に決定した。

　その夜集合場所の谷間に出かけた私は，全員がかなり酔っばらっているの

を見て叱りつけた。静かに一列縦隊で森を出，綿花畑に入り，主家Tfavis

の屋敷に忍び込む・私の狙ったまさかりが二度とも主人からはずれ，かわり

にWi11が殺してしまう。一Willはそばの女主人を犯し，その首をはねる。

こうして次々に白人屋敷に闇討ちをかける。

　再び牢獄の中。吹き入る11月の風はくるぶしに冷たく，鎖は感覚を鈍くす

る。Grayのことばがひびく。　「罪もない赤ん坊や子供まで殺しおって。千

人も集まるたんて，たった75人きりしかついて来なかったじやないか。それ

も肝腎た時に酔っ払ってしまったんだぞ。お前らは革命たんかに縁のない人

種だ」　人を殺せない私に代って何人も殺したWi11がすっかりみんたの英

雄として注目を浴びていた。Mafgaretが逃げるのが日に入った。「お前がや

らたぎゃ，おれにくれるか？」とWi11のせき立てる声に追われ，私は最初

で最後の殺人に愛する人を殺してしま一 ﾁた。

　第四章r事はおわりぬ」（It　Is　Done．．。）は刑の執行までもう間もないひ

と時。あの浜辺に突き出た岬の上の真自い塔。Grayが私の熱望していた聖

書をやっと手渡してくれる。Margaretへの思慕が私を燃え立たせ，身をゆ

だねる。Harkが執行場へ引かれて行く。私わ名前が呼ばれた。彼女は私の

すぐそばにい孔天国の輝きでお互いに愛し合お㌔私はついに神を彼女に

見たのだ。

皿

　Grayの珊召Co枇∫s壬・m∫ψ地fτmmmをもとにこの大作に発展させた

作者の豊かた想像力は驚くべきものがあり，生粋の南部人である作者が故郷

Virg｛nね州の四季おりおりの美しい風景や，動植物の愛情こもった描写に見
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せる筆の冴えたどはすばらしい。だが小稿ではそういったことを扱わだい。

およそ非文学的た試みであるかも知れたいが，Styronのこの小説をGray
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
の　丁乃e　C－o枇∬｛m∫げN碗丁批γmと比較対照し，又Nat　Tumerとその

叛乱の史実に関し，最も学問的に権威ある書と思われるw碗丁〃鮒’∫8～側e
　　　（2）
Reろe”onとも比較しながら検討し，　StyrOnのこの作品の意味を側面から

探って見よう。以下便宜上，G岨yの珊召C0炊∬｛0㈱ザN倣丁〃mmは

“Gray’s，”Styronの小説の方は“Styron’s”と略記する。

　作者も云っているように，彼の小説は具体的な史実が明らかな点について

は，原本の“Gray’s”の記載事実にかなり忠実に即していると思われる。作

者は創作にあたって恐らく“Gray’s”のほか，著名たWi11iam　SidneyDfewry

・の丁脆e8o舳舳仰n∫舳γ脇仰∫（Washington，1900），それに一Apthekerの

　　　　　　　　　　　　　≦3）
N枕丁〃m舳’制例e五eあeZZ舳なども参照したことと推察される。この小説

のたかで“Gray’s”はさまざまな形で登場する。Grayをして生のままNat

に読み聞かせたり，裁判長が読み上げたり，或いはエピソードに取り上げた

りして巧みに物語に導入しているのである。

　“StyrOn’s”がどの程度史実に基づいているか，少しその例をあげるとN砿

肋m〆∫8J例e地あe”㎝（以下便宜上“Rebe11ion”と略記する）に1810年，

20年，30年当時のSOuthamptOn郡における白人，黒人奴隷，自由黒人の人

口をしるしているが，1830年では白人6，573，自歯黒人1，745，黒人奴隷7，756

の数字である（p．壬5）。“Sけron’s”では，South・mptonの8，000の黒人のう

ち，1，500人が自由黒人であるとGrayに云わせ　（P，396），またNatの思

案では黒・白の人口比を6：4とふませている（p．330）。また奴隷の価格は

　（1）いろいろな版で出ているが，筆者の手許にあるのはHorbert　Aptbeke正著Doo阯me伽η

　瑚伽ηψN鮒。　Peo枇とN伽丁舳鉗’s8J例虐R伽J～あ加に収録されている二つだが，前

　者はf出t・xtの約半分の量の抜粋たので後者を参照する。

（2）Apth・k・fの奴隷叛乱を扱った本書と，同じ著者によるノ棚㍗｛・伽N鮒。∫J舳沢e田0’加

　以外にはこの際の参照に足るものは出ていたいようであ乱

（3）著者Apth・k・rはその序文で，本書は彼の1937年2月提出のCo1umbi乱大学の修士論文

　であり，上梓されたのは30年後のユ966年だが，その間大学の図書館で数多くの研究者に読まれ

　てきたとのべている。
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“Rebe11ion”によると，Virginia州で元気た丘e1d　handの場合1825年には

不況で400ドルの底値にまで落ち，1829年まではそのあたりの価格をつづけ

た（p・9）と記載されているが，“Styron’s”は奴隷一人（正確な時代・場所

は示さず）当たり400ドルから600ドルの値打ち（p－222）と書き，　house

Negroである主人公は1822年Virginia州Sussex　Courthouseの村で460

ドルで奴隷に売られている。蜂起の直前Mrsl　WhiteheadからNatは気に

入られ1，000ドルも出してNatを買いたいが，Natの主人が売ってくれた

いとこばしている。本書に登場する白人側の諸人物は“Gray’s’’の末尾に付

された犠牲者名簿の姓名と殆んど一致し，主要な黒人人物も“Reb・11ion”の

巻尾の裁判にかけられた黒人名に入って1いる・1825年から29年にかけて東都

大西洋の沿岸地域一帯が不況におそわれたことも，“Styron’s”の時代背景と

して，Natの所有主のTumer家，その他の奴隷主，自由黒人の生活環境

の変化などにうまく採用され，　また当時Virginia州が以南の南部諸州の奴

隷供給州であった事実も，例えば，Natを路上で売られて行く鎖につながれ

た奴隷に会わせる話，奴隷たちが死ぬほど南都諸州の名を怖れている話，衰

運に見舞われた白人がVi・gin油州の最大の特産物を‘黒人の子供だ’といっ

たりする話で取り入れている。1840年のSouthamptOn郡は豚，綿花，果物

の産額で州の第一位を占め，SOuthmpton　ciderというりんご酒が重要産物

であった点も，“Styron’s”の内容と矛盾していたい。もちろんこれらは前述

したようにStyrOnの歴史に寄せる関心と，彼の生まれ育った地域的環境に

よるものであろう。

　限られた紙面で“G工ay’s”と“Styron’s”の事実の一致点を一つ一つ取り

あげる予裕はたいので，これぐらいにして，次に“G工ay’s”とその他の資料

で，史実とされている事実に反した作者の創作，史実にたい純然たる作家の

想像の領域における創作について，歴史的なNat像からいちぢるしく異な

った点を見よう。

　筆者がこの書物で最も関心を抱いたのは，N割tにとってそもそも叛乱の動
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機は一蛯ｩ，という点であった。作者はr純然たる想像の領域」と考える。果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
たしてそうであろうか。Apthekerは諸説を紹介し，結局は自由を求めての

動機以外には考えられたいと云う。このことは“Gray’s”のなかの後述する

W11の言によっても明白であ私これに反し“Styron’s”ではNat，或いは

他の奴隷たち一の自由への欲求が非常に弱い。本心では，自由への願いが欠如

していると断言してもいい。側面からそれを証拠立てる事例を拾って見ると

“Gray’s”では叛逆前に逃亡をくわだて30日間も逃げまわっていながら神の

使命を遂行するためわざわざ主家へ帰って来て，はだの奴隷を大いに驚かせ，

かつあきれ返らせる記述があるが，“Styron’s”ではIでのべたように，・自由

への逃亡も考えるが，すぐ思い直してとどまっている・主人公がRichmond

で働いて3年たったら自由にしてやるといわれ，考える箇所があるが，自由

についての作者の基本的た考え方が露呈している。Thinking　now．of　my

mother’s　words1ong　ago，and　sti11anotheエfear＝刀舳ゐeクあe　oエ舳。o舳伽〃

m敏eγ0γ∂m”乃伽α伽召惚9・γ、ルハ流αm担9・・伽e伽d0吻洲mg助

力0’S0〃g柵士0e励士川尻α士’∫幼0〃ψゐg〃ろ0g・ψ倣∂e凶m為∫伽’伽∫

肋sε士一。。’（p－t94）この文章でも明らかなように，自由に対する作者の態度は

自由黒人の描き方に顕著に示されている。その一例は自分の奴隷を解放して

蹟罪しようとする一未亡人によって解放された奴隷Amoldは，女主人から

もらった100ドルを最初の一年で飲み尽し，乞食同然の暮らしをしている。

そして‘、．、he　was　sti11the｛nc蛆nation　of　freedom，and　such　freedom　was，

as　any　foo1couId　see，a　stinking　apParition　of　hopeIessness　and　degrada－

tion、’（p．262）　という。自由黒人I・ham（史実によれば蜂起に参加した）

も経済的に人間以下の生活を強いられるように描かれ，自由黒人で経済的・

道徳的に真当た暮らしをしている例は書かれていない。作者は主人公の親友

　（4）・Rob・Hion”は①不明とするもの，②金銭，貴重品等の掠奪を目1約とするもの，⑧自由

を求めてのものとに分類し，やはり③の結論に達してい乱その場合，・・bolitioni昌t　Ht冊tu正e

が影響を与えたと見る史家も，日boliti㎝ist　lite閉tu・・と叛乱の間には関係が見られたいとす

る史家もいるとし，文書を奴隷たちが入手したことはありうるかも知れたいが，その証拠がた

し・，とし・っている。（p。ヰ2）
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Harkが北極星を目当てに北部へ逃亡しようとするエピソードを10ぺ一ジに

わたって（p．277～286）披露し，Richmond，Wash三ngt・n，Ba1timoreと云

い知れぬ苦難の途を越え，自由の彼岸まで到達し，さてクエーカー教会への

道をある黒人に尋ねたところ，その黒人から裏切られたちまち奴隷に連れ戻

された。実は6週間のあいだHarkは同じところをぐるぐる回っていたとい

う話は，はなはだ不自然であるとともに，すこぶる非刷青的た筆致である。

奴隷解放についての作者の立場は，温情な主人Samu・l　Tum・・の意見と同

じ方向のようであ机Tumefは奴隷の即時解放だとは彼らにとっても良く

ない。黒人は劣等であるから先ず教育によって彼らを向上させるのが先だ，

というのである。黒人は不自由た自由を獲得するよりも，Patema1ismのも

とに奴隷であるほうが幸福であるというPrOs1av・・y的た考えが作者の心情

に存在している。

　白人邸宅に住む当時の黒人エリートのNatは黒人大衆をどう考えていた

か。野良仕事をする丘eId　nigge王について，‘一一．whO　a阯eady　I　have　come

to　think　of　as　a1ower　order　of　people－a　ragtag　mob，coafse，raucous，

clownish，uncouthl’（P－36）と考える。home　Negroの丘e1d　Negroに対す

る優越感はFranklin　Frazierらも認めているところであるが，　“Styron’s”

では真に徹底している。丘eldN・groは常に‘無智で，汚たらしく’，故に‘見下

げた’奴らであり，Natの態度は終生変らたい。“G・ay’s”のN・tはなるほ

ど孤独な，非社交的た性格の持主であるが，同じ黒人に蔑視や憎悪を感じる

箇所はない。その結果，先の自由への強い欲求の欠如に加え，すべての黒人

の解放を目的とするための前提が成立したいために，叛乱の大義がそこにも

ろくも崩れ去ってしまうのである。

　“Styron’s”のNatは神の啓示によってじよじよに暴動へと心理的に引き

ずられてゆくが，それを推進手る必然的な動機がないので作品の盛り上がり

に欠ける。皿章になって，‘During　the　fouror丘veyeafs　appエ。aching工831，

when　it　had　become丘rst　my　obsession　and　then　my　a㏄eptance　of　a　divine
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mission　to　ki11au　the　white　peop1e　in　Southampton．。。，（P・259）　と憎し

みゆえの皆殺しを決意する。彼の使命観を支えるものは旧約聖書のEZekie1

のことばである　‘Slay　utter1y　o1d　and　yOung，both　maids　and　Htt1e

chi1dren，and　wOmen．．．’（p．52）“Styr㎝’s”の暴動の主要動機は，他の何よ

りも白人への憎しみであるが，“Gray’s”では白人に対しても憎しみのこと

ばは出て来たい。両者の欠きた相違点である。N射は殺害の目的を“He［Nat

Tumer］says　that　indiscrimimte　mas醐。re　w盆s　not　their　intention　a缶er

they　obtained　footho1d，and　was　resorted　to　in　the丘rst　instance　to　strike

terroranda1arm．”（“Rebe11ion”P．47）と語っているが，“Gr3y’s”では，逃

げられて人に知らされるのを防ぐためと，もう一つは，　‘C盆rry　terrOr　and

devastation　wherever　we　went．．．’といっている。“Styron’s”の場合は奴

隷制度へ向けられた憤りではなく，不当な扱いをする白人へ向けた私憤，憎

悪に根ざした復讐なのである。‘Like　his　mother　he［a　boy　caned　Putnam］

was　destined　to　have　his　head　separated　from　his　neck＿quite　a　pemIty

to　pay，it　might　be　thought，for　ca11ing　me“the　nigger”so1ongtime、

（P1274）1皆殺し計画に加わった仲間たち，妻子を売られたNeIsonとHark，

少年時代に0VerSeerにたぐられて耳が聞こえたくなったHenry，苛酷た主

人にこぎ使われるSam，今の主人に恨みはたいが殺すのたら喜んでそうしよ

うというAustinと，“S室yron’s”の人物は殺人を目的にし，その結果得られる

自由はむしろその副産物という書き方であるから，‘．．。bOth　Of　them＿were

capab1e，in　their　own　Iongnourished　h就red苧nd　rage，ofs　licing　the且iver

out　of　a　white　man　with　as1itle　qualmor　conscience　as　i£theywereg　utt三ng

a　r孕bbit　or　a　pig、’（p－333）というふうにも描けるのである。したがっ

て殺人のシーンが残虐にたるのは必然の成行きとなる。Natの主人Joseph

Travisの殺人に焦点を合わせ比較すると，“Gray’s”は，‘＿I　could　mt　give

a　death　b1ow，the　hatchet　g1anced　from　his　head，he　sprang　from　the

bed　and　ca11ed．his　wife，1t　was　his1ast　word，Wi1H星1d　him　dead，w1th
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a　blow　of　his　axe．1．，“Styron’s”は，　‘＿and　it　was　at　th3t　instant　that

T正avis’s　head，gushing　b1ood　from　a　matrix　of　pu1py　crimson丑esh，roned

fmm　his　neck㎜d　fe11to　the　Eoor　with　a　sing1e　bounce，then1ay　stHl＿

B1ood　de1uged　room　in　a　foaming　sacrament・’（p・390）もっとも“Gray’s”

も事件の判決資料としての役割上，殺害の様子を逐一のべてい礼その描写

は簡潔ではあるが，事実の重みのためか，かえってそのために凄絶さを抱か

せるところもある。叛乱や暴動は本来こうした残酷さをともたうものである

が，作者はくり返し鮮血のほとばしる清景，ひどい仕打ちで死体を汚したり

する場面（そのすぐあとで‘It　was　b㏄ause　Of　yOu，01d　wOman，that　we

did　mt1eam　to丘ght　nob1y．．．’（p．397）たどと云わせている）を提示する。

著者のいうr旧約的な残忍」の試み（「英語青年」！968年8月号p・51）はこ

のあたりを指しているのであろう。Styronは前作の8ef珊｛∫∬o〃∫e　Om

”eのなかでKinsO1ingをして「私の見る悪夢の半分は黒人とむすびつい

ている。南部の白人たらば，だれでもそういう悪夢を見たことがあるにちが

いない」（r英語青年」1968年8月号p・29）といわせているが，白人の深層

意識の罪悪感がこのおぞましい幻想の世界を生み出すのであろうか。

　現実のNatはT．Trezvantという人の手紙では，‘He　acknow1edge　him－

se1f　a　coward．．．he　acknow1edges　now　that　the　revelation　was　misinte工一

pエeted　by　him．．。he　is　now　convinced　that　he　has　done　wrong，and　advises

a11other　Negroes　to　fo11ow　his　example、’（“Rebe11ion”p．43）で，“Styroh’s”

の描くNat像と完全に一致する。“Gray’s”のNatからはちよっと想像で

きたい姿であるが，Apthek・工は捕縛後の圧力によるかも知れたいといいた

がらもこの説を否定している。“Styron’s”のNatは確固たる信念がないの

で決起の前からすでに不安と恐怖におそわれる・℃e伽肋e研α㍗C巴舳肋召

ω〃，my　heart　how1ed，沢伽，舳i，cried　my　soul．At　that　moment　my　fear

was　so　great　that　I　felt　that　I　was　even　beyond　reach　or　counsel　of　the

LOfd・’（p・382）暗さのせいで主人Tfavisに最後の一撃を加えられず，Mrs・

　　　　　　　　　　　　　　　　（68）



Newsomeにも頭に数撃をカロえたが殺せたい“Gray’s”のNatは，“Styron’s’

では臆病と慈悲心から人が殺せたいでWi11の軽蔑をかい，あやうく指揮権

を失いかける。“StyrOn’s”の牢獄のNatは，すっかり神から見放されて絶

望感に包まれ，死の恐怖にふるえる哀れな小羊である。■でのべた‘黒人少’

年が砂の中へ沈む’イルージョンに見られるように犯した罪にもおびえてい

る。Grayに罪を追及され，‘Maybe　be［Gray］is　right，I　thought，maybe

an　was　for　nothing，maybe　worse　than　nothing，and　a1I　I，ve　done　w早s　e＋i1

in　the　sight　of　God．’（P．n5）　と煩悶する。作者のいう「1日約の残忍」と

一対をなす「新約の慈悲」（r英語青年」1968年8月号p．51）へ至る道程と

して，この実存主義的た懐疑と不安は必要なのかも知れたいが，読者に対し

このようたNat像からいかなる「歴史に関する省察」を汲み取れというの

であろうか。“Styron’s”のNatは史実に極めて即しているように見えなが

ら，実はその本質において似ても似つかたい人物にでき上がっている。

　しばらく主人公を離れ，同志のたかから特に目立ったWi11の例を上げよ

う。“Gray’s”によると，決起の夜Natが集合場所へ行之とこの男が来てい

るので，‘．．、asked　Win　how　came　he　there，he　answefed，his　life　was

worth　no　m0fe　than　others，and　his　liber印as　dear　to　him，I　asked

him　if　he　thought　to　obtain　it戸He　said　he　would，0f　lose　his1ife．This二

was　enough　to　put　him　in　fun　cOn冊ence。’生命を自由に賭する覚悟は明

らかである。そして計7人を殺害したことにたっているが，そのためであろう

か，“Stym’s”のWi11は奴隷主から加えられた責苦のためすべての人間を

呪い憎しむけだもののような蛮人である。‘＿I［Nat］know　fmm　hearsay

that　he　broods　constant1y　upon　rape，the　despo1i乱tion　of　white　wo岬en

masters　his　d正eams，night　and　day．’（p．ユ02），‘I［Wi11］gw三ne　git　me　some

meat　nOW一ω肋e　meat．’といわせ，強姦，殺人をほしいままにする。．掠奪

行為については，その行為の目的は不明であるが，N丑tと分れた一隊が金銭

やその他の貴重品（その額も不明）を奪ったことは“Gr圭y’も”，と“Rebenion”
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とも認めているが，強姦は“Rebe11iOn”によると，　その証拠は見られなか

ったという結論を出している。そしてHOwisOnという人の言として，

“Remembering　the　bエutal　passion　of巾e　negro，we　can　on1y　account　for

this　fact　by　supPosing　the　actors　have　been　甚pPaued　by　the　very　success

of　their　enterprise・”と奇妙な解釈を紹介しているが，このような考え方は

白人が黒人に関して抱く‘神話’の一つである。Styron自身屯，黒人は白人

女性にあこがれ，関係を持ちたがっているという性の迷妄に取りつかれてい

るようである。1工でのべたようにNatの自慰行為には常に白人女が頭に浮か

び，主家の娘亙mmelineに欲情を感じ，さらに突発的に　Major　Thomas

Ridlyの婚約者の娘にもはげしく欲望を感じる。これに反し，黒人女のこと

を思い浮かべるのは決起前の一度きりである。作者はNatにはっきりと云

わせている。　‘In　later1ife，of　course，I1eamed　that　such　an｛nfatuation

for　a　beautifu1white　mistress　on　the　part　of　a　black　boy　was　not　at　aI1

mcommon，despite　the　possib量1ity　of　danger．。一’（p，178）

　そのほかに，工［でのべたNatとMargaretとの関係がある。天使の如く一

やさしい理想的た娘Ma・garetは非人道的な奴隷制にも反対する数少ない一

人で，Natを話の分る好ましい‘darky’と思っているが，Natは身分不相

応な慕情を寄せる。“Gray’s”によると，やはりMargaretという女だけを

Natは殺したことになっているが，殺害の事実以外はむろんStyrOnの創作

である。“Sty・・n’s”は聖書への言及，聖書からの引用であふれていて，一

つの宗教物語としての読み取りを読者に迫っていることは否定できない。

StyrOnの状況没定はNatをして地上最愛のMargaretのみを殺す運命に沈

ませ，ふたたび奴隷に生まれるなら，今度はすべての人間を殺し，彼女だけ

を救うのだと絶叫させる。死刑前に彼女への嵐のようだ欲情に身を投げたす

え，やっと神を見出して，霊と肉の拮抗は終わりを告げ，Nat自身は救済さ

れるというのである。また作者の教訓は，奴隷と乙女の物語を通して，愛と

憎しみの相関関係を人種間題に訴えようとしているようである。Margaretを
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たつかしむNatの語り口のリリシズムは，暗い牢獄の中での回想のゆえに

一層悲劇感を高め，ある部分ではVi・g｛niaの景物と混然と融合し，読者を感

動に誘うことは事実である。けれどもその感動は“GOne　with　the　Wind’’の

それと同種のものである。

　“Stymn’s”のNatがM班garetを始め白人女性に対し，あまりにも自己

を卑下したniggeriSmはどこから来るのであろうか・こんだ描写がある。

‘So1itary　and　sovereign　as　I　gazed　down　upon　th三s　wrecked　backwater　of

time，五sudden1y　felt　myse1f　its　possessor；in盆twink1量ng　I　became　white

＿white　as　c1abber　cheese，white，stark　wh三te，white　as　a　marb1e　Episco－

paIian一．一what　a　strange，d蜘ented　ecstasy！How　white　I　was！What

wicked　joy！正ut　my－b1ackness　immediate1y　retumed．．．（p．232）

また同志の一人Samはmulattoで，作者によると，頭が良くそれに色が白

いために多くの黒人の尊敬を受け，そのため暴動の際，参加者が増えるだろ

うとNatは考えている。主人公が幾度も夢見る岬の真自い塔（実は作者が

幼少年期を過ごしたN0fforkの海岸風景らしい）は，黒人の潜在意識のた

かの‘白’へのあこがれと解すべきなのであろうか。

　こうした作者の意識は‘黒人’を指す呼称にも顕著に表われており，恐らく

現代黒人作家たちが自らを指す言葉と比較すれば，対照が鮮かになるであろ

㌔黒人が忌避するnigg・・やdarkyが頻繁に使われているが，奴隷所有主

がNatに向って‘I　wish　you　didn’t　have　to　go　back．You’工e　the　handiest

youngdarky　anWhere　around．’（P．325）というのは当然としても，Nat自

身がのべて来たようだ人物であるから，自己を卑下し，自己を憐れみ，‘．

put　her［Emme1ine］mind　was　on　anything　but　a　nigger　boy．．．’（p．178），

‘At　such　moments　despite　myse1f，the　b1oodshame　I　fe1t　at　being　a　nigger

also，wasas　sharp　as　a　sword　through　my　guts．”（P．工84）たどという

類のところは随所に見受けられる。前述のhous・Negr0をhouse　nigger

というのも同類であろう。‘．一。they　stra99Ied　a1ong　in　a　s｛ngle1ine，men，
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women，　pickarユinnies，　pfepared　to　receive　their　gifts＿’（p．且74），　‘．．。a

skim　ymdefsized　pickan三my　in　a一；tafched　white　jumper．’（p．．120）だとが

Nat自身の口から平気で飛び出して来る。

　“StyrOn’s”の黒人の劣等性の摘発はGray，及び奴隷所有者たちが激越に

展開しているところであるが，その反援や反論はNatからも，黒自を問わ

ず他の人物からもたされない。それゆえNatが市場のそばや，その他の場

所で，たまさか黒人たちに向って，黒い皮膚の美しさを愛せよなどと説教を

聞かせても空虚にひびくのはやむをえないことである・Styronの意識はPro－

SlaVeW的た観点に立つ奴隷主の倒にあるため，黒人で奴隷である人物の内

面の世界の真実を抽出しようとする試みは，そもそも無理があったようであ

る。特に第一人小説の形を選んだことは，作者の野心にもかかわらず，さま

ざまの矛盾が拒絶反応の如く現われ，identity不明の主人公ができ上がって

いる。

w

　作者は序文で，本書は歴史小説ではない，と表明してい孔歴史小説につ

いて論ずるには，歴史小説とは何か，という定義から始めねばならないが，

紙面の制約でその余裕もたい・常識的な意味では，この実名モデル小説は，

筆者が見てきたようにそう規定する具体的た事例にことを欠かないであろう。

当然読者も歴史小説として読み取るに違いはあるまい。その読み方にしたが

羊1革，Nat　Turn・王の史実からそれた部分に栄いて，また‘叛乱の動機だと’

Natについて知られざる部分においても，‘想像力を駆使した’結果誕生した，

新しい，現代的た虚像NatTumerは，「歴史に関する省察である作品を生

み出す」作者の意図にかかわらず，かえって結果的に歴史へのゆがんだ省察を

生み出す危険性にあふれている，と云わざるをえない・恐らく作者のもっと、

も危惧している点であろうが，歴史的た事実から逸脱しているからとし．、って，

作者を責めえつもりはたい。そのために，芸術的作品の価値はいささかも損
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たわれることがあっては改らたい。価値はどこまでも，その作品の文学的真

実によって判断すべき性質のものであるが，Styronの場合は，Nat　Tumer

に関するすでに知られている事実が，かえって，非常な障害として，作者と

文学的真実との間に立ちはだかり，それが大きな制約として働いたことは否

定できない。

　StyrOnの丁加Co枇∬ξ0mψN枕「舳εγについて書かれた記事・論文

のうち，筆者の目にとまったものを挙げると，アメリカの雑誌では，“New－

sweek，”（October15．1967）“Harpef，s”（September，工967），“Nation”（Apri1

22．1968），“Freedomways”（by　Loy1e　Ha1rston，Winter，1968，by　Ossie

Davis，Summer，ユ968），日本では，「英語研究」（渥美昭夫，1968年1月号，

「英語青年」（須山静夫，及び‘Home＆For・ig損News，’1968年8月号）であ

る。まだ筆者の手許に届いていたいが，最近単行本で，作家・歴史家たちの

批判を集めた研棚αm8秋0m’∫N刎丁〃mγ一Tem”m尾肌伽〆∫丑eSψ0ma

と，黒人作家の小説による新たなアプローチ0王’Pro助e広N励が最近出版

されたことを附記しておく。　（1968．11．15）
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